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「自転車のきまり」について（お願い） 

 薫風の候 保護者の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 

 平素より、本校の教育活動につきまして、ご理解とご協力をいただき、心よりお礼申し

あげます。 

 さて、年度初めに「くらしのしおり」を配付し、安全な過ごし方や生活のきまりについ

て担任が指導したところです。その中でも「自転車のきまり」につきましては、子どもた

ちの命を守るために保護者の皆様にもご指導をお願いしたいと思います。 

 つきましては、「自転車のきまり」について、下記のように留意点をまとめましたので、

ご家庭でのご指導をよろしくお願いします。 

 

記 

 

「自転車のきまり」 

 

○乗るときは、保護者の許可を得る。 

 高学年であっても、自転車に乗るときは、事前に行き先や帰宅時刻などを確認した上で

許可してください。あわせて、整備不良の状態では、その自転車に乗らせないでください。

必要であれば整備していただきますようお願いします。 



 

○３年生以下は、保護者の監督のもとに乗る。 

 3 年生以下は、保護者の許可があったとしても、子どもだけで自転車に乗ることは認めて

おりません。「保護者の監督のもとに」とは「保護者が一緒にいる場合」とご理解ください。

保護者同伴で乗る場合、または保護者のいる場所で乗る場合を除いては、原則許可をして

いないことをご了承ください。 

 なお、4 年生につきましては、6 月に予定している交通安全教室以降、校区で自転車を使

うことを許可することになりますので、それまでは 3 年生以下に準ずるようにします。 

 

○自転車に乗るとき、ヘルメットを着用する。 

 学校でヘルメット購入の斡旋をします。万が一の場合に頭部を保護し、命を救うヘルッ

トの重要性は、日頃から子どもたちにも伝えているところです。ヘルメットが頭の大きさ

に合っているか、あごひもの長さは適切かなどについて、ご家庭でも点検していただきま

すようお願いします。 

 

 なお、自転車の乗り方の技術は、個人によってかなりの差があります。お子さんの技術

を十分に見極められました、どのように乗せるかをご家庭で指導・判断していただきます

ようよろしくお願いします。 


